
湛
甘
泉
の

「
大
科
訓
規
」

に
つ
い
て

ぺ
大
科
訓
規
」
と
は
、

育
し
た
教
育
方
針
で
あ
る
。

甘
泉
は
五
十
歳
の
年
、
仲
の
た
め
、

鯨
)
に
蹄
っ
た
。
こ
こ
に
山
の
洞
が
あ
っ
て
、
四
万
の
英
才
が

集
ま
っ
た
。
こ
の
諸
生
は
、
全
員
で
石
を
集
め
て
土
一
散
を
作
り
、
そ

の
土
豪
に
木
を
集
め
て
、
住
居
や
蛍
や
館
を
作
っ
て
、
識
字
の
場
と

し
た
。
こ
の
進
修
の
地
が
、
大
科
峯
に
近
か
っ
た
の
で
、
大
科
書
院

と
名
づ
け
た
。

五
十
以
憂
病
蹄
西
樵
。
樵
中
有
煙
霞
之
泊
。
四
万
英
才
集
器
。
乃

荷
興
集
活
潟
蜜
、
国
選
集
木
、
魚
居
潟
常
一
一
館
、
伺
川
議
向
学
。
準
修
之

地
、
以
遡
大
科
峯
。
因
日
大
科
書
院
。
(
甘
泉
文
集
を
ふ
ハ
「
大
科
訓

規
」
イ
)

こ
こ
で
甘
泉
は
、
諸
生
に
敬
一
一
一
一
向
を
求
め
ら
れ
た
が
、
何
年
も
、
「
わ

れ
言
あ
ら
ん
や
。
!
一
と
い
っ
て
、
何
も
数
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
い

た
ず
ら
に
い
う
こ
と
を
欲
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

に
お
い
て
、
門
弟
を
秋

士
山

賀

協

こ
う
し
て
い
る
こ
と
五
年
、

の

つ
い
に
正
徳
十
五
年
三
五
二

O
)
、

「
わ
れ
い
づ
く
ん
ぞ
得
て
こ
れ
を
歎

に
し
た
の
が
、
大
科
訓
規
い
で

せ
ん
や
。

ゑ
り
す
心
。

甘
泉
子
勿
有
一
一
活
者
。

者

。

趣

向

、

甘

泉

子

日

、

諸

吾
無
一
一
一
一
向
鷲
可
也
。
吾
不
徒
一
一
一
一
向
乎
哉
。
諸
生
其
不
以

苔
雌
欲
吾
惑
得
而
歎
諸
。
廼
魚
俊
之
。
如
左
。

( 1 ) 

(
向
ウ
)

こ

の

訓

規

に

は

、

序

、

絞

規

、

訓

規

圏

、

あ

る
。
段
速
し
た
と
こ
ろ
は
二
ー
序
ー
一
の
前
中
で
あ
る
が
、
後
半
に
は
、

寸
大
科
訓
規
」
は
、
ど
う
い
う
気
持
ち
で
作
っ
た
も
の
で
あ
る
か
を

て
い
る
。

凡
以
無
所
外
於
心
性

也

。

巴

諸

生

、

徒

一

一

日

一

口

之

賞

、

一

郎

求

得

吾

之
所
以
一
一
一
一
口
鷲
、
出
得
五
悶
之
所
以
一
一
一
一
口
市
契
、
夫
吾
之
無
所
容
於



其
幾
怠
〈
。
其
幾
突
。
(
同
三

私
が
い
た
ず
ら
に
い
わ
な
い
の
は
、
私
の
い
う
こ
と
は
、
す
べ
て

心
牲
に
設
し
、
心
性
に
締
る
か
ら
で
あ
る
。
既
に
諸
生
が
、
私
が
い

た
ず
ら
に
い
わ
な
い
質
事
を
も
っ
て
、
私
が
な
ぜ
い
う
の
か
、
そ
の

わ
け
を
求
め
、
こ
れ
を
心
に
銘
記
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
私
は
、
も
う

何
も
い
う
べ
き
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
を
切
望
す
る
。

こ
の
言
葉
は
、
甘
泉
の
門
弟
へ
の
教
育
の
厳
し
さ
を
思
わ
せ
る
。

さ
て
、
寸
大
科
訓
規
」
を
作
っ
た
が
、
こ
れ
を
脅
う
も
の
が
、
漫
り

に
そ
の
す
じ
道
を
知
ら
な
い
こ
と
を
、
あ
れ
こ
れ
考
え
、
そ
こ
で
、

訓
規
闘
を
作
り
、
ま
た
紋
規
を
作
っ
た
。

予
既
潟
大
科
訓
規
、
叉
府

間
関
之
、
作
序
規
。
ハ
同

誌
序
規
は
紋
規
の
説
り
。

没
不
知
立
ハ
統
。
是
故
、
括

ア
)

は
、
ま
ず
何
の
た
め
に
作
っ
た
も
の
か
を
述
べ
て

い
る
。
を
作
っ
た
の
は
、
心
を
事
ぶ
こ
と
だ
け
に
あ
る
。
何

事
も
心
で
は
な
い
も
の
は
な
い
。
だ
か
ら
、
心
が
心
と
し
て
、
正
鵠

な
働
き
を
得
た
ら
、
敬
で
あ
り
、
敬
は
義
と
な
る
。
反
射
に
正
賞
な

働
き
を
失
え
ば
、
砕
で
あ
り
、
利
と
な
る
。
利
と
義
と
は
、
は
っ
き

り
分
か
れ
て
い
る
。

夫
紋
規
何
偶
者
也
。

こ
の

何
英
非
心
也
。

J心
得

其
職
、
期
敬
。
敬
魚
義
。
心
失
其
職
、
別
態
。
臨
時
箆
利
。
利
義
之

利
也
、
問
荒
者
也
。
(
同
「
紋
規
」
イ
)

次
に
、
心
が
正
賞
な
働
き
を
得
た
場
合
は
、
敬
義
と
な
り
、
道
に

志

し

、

二

十

二

項

目

に

て

い

る

。

1 2 

質
柴
を
す
る
。

道
を
人
倫
の
間
に
求
め
る
こ
と
を
す
る
。

篤
質
と
な
る
。

一
一
一
一
口
動
が
中
か
ら
出
る
。

怨
尤
選
怒
が
な
い
。

ザ
〈
兄
に
仕
え
て
誠
切
で
あ
る
。

自
分
か
ら
師
官
得
る
こ
と
を
す
る
。

体
習
を
す
る
。

長
者
に
遇
っ
て
謙
一
践
を
す
る
。

問
門
に
廃
し
て
久
敬
と
な
る
。

約
信
を
す
る
。

成
心
を
去
る
こ
と
を
す
る
。

二
業
合
併
で
あ
る
。

内
外
出
合
で
あ
る
。

( 2 ) 

つ、J4 5 6 7 8 9 10 17 16 15 14 13 12 11 

一
で
あ
る
。

は
敬
で
あ
る
。



22 21 20 19 18' 

考
業
に
心
を
用
い
る
こ
と
が
縞
で
あ
る
。

の
に
、

し、。

ム
ハ
経
に
博
く
、
知
見
"
を
開
く
こ
と
を
す
る
。

作
文
は
得
る
所
を
諜
禅
す
る
。

家
僕
を
数
来
し
て
、
そ
の
仲
間
に
瀦
足
を
興
え
る
。

潟
寅
柴
也
。
寅
潟
求
道
於
人
倫
之
閉
じ

潟
不
怨
尤
濯
怒
。

の

走きる
1回をと
日
と得
な茅1・(

わぃ子同一
三場と
よ合な
j はる
ノ11". 、。
土牒
ZT 

こ
れ
に
到
し
て
、
心
が

な
り
、
志
が
な
く
、
二
十
一

県
欲
と
な
る
。

鹿
柴
を
す
る
。

倫
を
外
に
し
て
滋
を
求
め
る
。

す
る
。

1 2 3 4 5 6 

暴
怒
と
な
る
。

7 

て
不
誠
切
と
な
る
。

る
こ
と
を
し
な
い
。

て
裂
は
な
い
。

長
に
遇
っ
て
抗
俗
を
す
る
。

関
門
猫
嫌
を
す
る
。

期
約
不
信
を
す
る
。

成
心
を
師
と
す
る
。

い
た
ず
ら
に
削

市
(
離
と
な
る
。

父
兄
に

8 9 ハ
υ
市

i-aムーょっ“1ょ円。
t
i
 

s
q
 

サ
3
4
F
O
 

1
A
 

P
O
 

唱

iげ
作
文
に
好
き
を
欲
す
る
こ
と
を
す
る
。

回
考
業
に
心
を
用
い
る
こ
と
が
粗
と
な
る
。

山
川
蓄
を
議
み
山
水
を
観
る
の
に
枯
亡
と
な
る
。

mω

伯
俳
に
泥
濫
し
、
心
術
を
壊
る
こ
と
を
す
る
o

n
作
文
は
人
に
勝
と
う
と
欲
す
る
。

幻
家
一
震
を
縦
放
し
て
、
そ
の
仲
間
に
満
足
を
輿
え
な
い
。

利
鴻
無
志
。
魚
癖
欲
。
潟
慮
柴
。
潟
外
倫
求
道
。
潟
先
文
訓

巧
令
以
滋
偽
。
箆
暴
怒
。
篤
事
父
兄
也
不
誠
切
。
伺
用
不
求
師

薄
商
不
習
。
潟
遇
長
抗
倍
。
矯
関
門
精
嫌
。
漁
期
約
不
信
。
潟
師

成
心
。
魚
徒
事
襲
業
、
以
干
蘇
。
潟
支
離
。
伺
府
議
書
主
敬
雨
強
。

潟
作
文
欲
好
。
潟
考
業
用
心
粗
。
議
帯
一
一
日
観
山
水
魚
枯
亡
。
第
詑
濫

し
、
総
を
千
め
る
こ
と
を
す
る
。

な
る
。

( 3 ) 



仙

側

、

作

文

矯

欲

勝

人

。

意
。
及
災
成
也
、
矯
小
人
。
〈
悶
「
紋
エ
)

終
わ
り
に
、
だ
か
ら
、
背
の
人
は
、
終
日
乾
々
と
し
て
君
子
と
な

り
、
議
を
求
め
て
止
ま
ず
、
今
の
人
は
、
移
身
弊
々
と
し
て
小
人
と

な
り
、
滋
を
求
め
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
背
の
人
と
今
の
人
と
、
能

力
に
差
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
の
人
は
、
道
を
求
め
る
方
法
を

知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
、
明
は
排
衡
を
先
き
に
す
る
こ
と
が
な

に

よ

り

で

あ

る

。

そ

こ

で

、

そ

の

官

い

半

ば

に
過
ぎ
る
と
、
結
ん
で
い
る
。

是
故
、
中
肉
之
入
、
有
終
詩
乾
々
械

終
身
弊
々
潟
小
人
而
不
知
者
余
。

オ
)

一一一

「
訓
規
闘
」
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

↓
o期
約
以
信

l
i
i
i
↑
0
去
一
成
心

↓
0
同

門

久

敬

↑

o
二

↓
o
 

↓
0
 

寸

O
事
父
兄
誠
切

←- <lcー- "一 〈一一

o 000  

今
之
入
、

共
術
使
然
也
。

斯
過
学
会
。

↓
0
不
怨
尤
選
怒

↓

o一
言
動
由
中
出

↑
o
議
書
観
山
水
不
失
己

↑
0
博
六
経
関
知
見

↑

o
作
文
議
所
得

↑
0
敬
一
軍
僕

↑

o
君
子

↓
o
求
道
於
人
倫
間

↓

o
 

心
幾
敬
義
志
道

時
坪
科
不
志
道

↑
0
睦
欲

↑。

( 4 ) 

↓

o小
人

↑
0
外

倫

求

道

↓

o
縦
家
一
堂

↑

o
先

文

義

↓

0
作
文
欲
勝
人

↑
0
巧

令

滋

偶

↓

0
泥
濫
仙
僻
懐
心
街

↑
0
盟

事

、

怒

↓

0
讃
査
一
同
観
山
水
粕
亡

↑
0
事

父

兄

不

誠

切

↓

0
考
業
用
心
粗

↑

o
不

求

師

↓

0
作
字
欲
好

↑

o
惇

市

不

習

↓

0
議
室
岡
支

↑

o
遜

長

抗

倍

↓

c
支
離

↑
0
間

内

務

嫌

↓

0
徒
事
翠

↑

0
期
約
不
信
i
l
-
-
j
↓
0
師
成
心



こ
の
「
訓
規
閥
」
は
、
大
科
書
院
に
お
い
て
、
日
々
修
徳

す
る
心
掛
け
を
、
一
自
瞭
然
と
す
る
た
め
、
間
例
示
し
た
も
の
で
、
こ

の
闘
を
仔
締
に
観
察
す
る
と
、
中
心
よ
り
右
に
、
「
心
幾
敬
義
志
道
L

を
響
、
げ
、
左
に
「
蝶
利
不
十
一
山
道
」
を
置
き
、
右
四
り
は
「
敬
義
志
滋
」
、

友
田
り
が
「
隷
利
不
志
遊
」
に
な
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。

さ
て
、
右
回
り
の
第
二
械
に
、
「
鶴
認
天
理
」
を
翠
げ
た
の
は
、
彼

の
向
学
設
で
あ
る
「
随
慮
機
認
天
理
」
の
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
、

こ
れ
を
身
に
つ
け
る
に
は
、
「
逝
修
時
、
前
…
鈎
習
心
。
」
と
誌
に
説
明

し
て
い
る
。
「
習
心
い
と
は
「
人
心
」
す
な
わ
ち
「
欲
心
」
の
こ
と
で
、

「
欲
心
」
を
な
く
す
る
こ
と
が
、

-m鈎
習
心
L

で
あ
る
。

を

大

前

提

と

し

て

、

か

ら

「

期

約

以
信
」
ま
で
の
明
白
は
、
生
活
態
度
を
、
「
去
成
心
い
か
ら
「
敬

一
意
僕
」
ま
で
の
十
項
目
は
、
慰
留
態
度
を
い
っ
た
項
目
で
あ
る
と
見

ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
十
一
一
慣
を
心
に
銘
じ
て
、
日
々
研

鈴
す
れ
ば
、
「
君
子
い
と
な
れ
る
の
で
あ
る
。

左
回
り
の
「
臨
時
利
不
志
道
」
は
、
こ
の
正
反
鈎
を
い
っ
た
も
の
で
、

「
鶴
欲
」
を
大
前
提
と
し
て
、
「
鼠
柴
」
か
ら
「
期
約
不
信
」
ま
で
の

十
一
項
目
は
、
生
活
態
度
の
、
「
師
成
心
」
か
ら
「
縦
家
止
さ
ま
で
の

十
項
目
は
、
皐
習
態
度
の
し
て
い
け
な
い
こ
と
を
翠
げ
て
い
る
。
こ

の
し
て
い
け
な
い
こ
と
を
す
る
と
、
結
局
は
「
小
人
」
と
な
っ
て
し

ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の

な
お
こ
こ
で
設
問
す
べ
き
は
、
「
慰
利
不
志
道
」
を
「
心
幾
敬
義

志
道
」
よ
り
一
段
下
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
人
間
の
嫌
悪
す
る
も

の
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
左
右
四
り
の
項
目
は
、
す
べ
て
相
到
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
次
の
よ
う
に
列
べ
る
こ
と
も
で
き
る
。

心
幾
敬
義
志
道

↑
o
鰻
認
天
理

↑
0
筋
寅
柴

↑
o
求
道
於
人
倫
関

↑
0
篤
寅

↑

o
一一一一回動出中出

↑
0
不
怨
尤
選
怒

↑
0
事
父
兄
誠
切

↑
0
自
得
師

い

0
侍
習

↑
0
遇
長
謙
一
議

↑
0
同
門
久
敬

↑
0
期
約
以
信

↑
0
去
成
心

↑

o
二
業
合
併

キ
i
l
+

ホ
1
1
1
+

A
i
l
-
-
V
 

A
l
i
-
-
V
 

A
4
1
1
t
Y
 

4
3
1
l
V
 

4
1
1
1
+
 

4
i
l
+
 

A
i
!
i
i
V
 

A
i
l
-
!
V
 

A
-
1
-
i
v
 

+
i
i中T

A
l
i
-
v
 

+
i
i山V

擦
利
不
志
道

↑
0
離
欲

↑

o
慮
柴

↑
0
外
倫
求
道

↑
0
先
文
部
内

↑
0
巧
令
滋
僑

↑
0
暴
怒

↑
0
事
父
兄
不
誠
切

↑
0
不
求
腕

↑
o
博
一
冊
不
習

↑
0
遇
長
抗
摺

↑
0
関
門
病
嫌

↑
0
期
約
不
信

↑
0
師
成
心

↑
o
徒
事
翠
業
以
千
株

( 5 ) 



↑

o内
外
混
合

↑
0
積
書
調

↑
0
作
字
敬

A
i
l
-
!
V
 

ふ
u
l
i
-
-
V

A
i
l
i
i
v
 

↑

o

f

-

-

Y

 

↑
0
議
議
観
山
水
不
失
己
↑
↓

↑
0
博
中
ハ
線
開
知
見

+
l中

↑
0
作

文

渡

所

得

+

↓

↑
O

↑

i
+
 

い

O

↑
↓

射
比
に
し
な
い
で
問
式
に
し
た
の
は
、

あ

り

、

布

に

を

、

た
の
は
、

為
ろ
う
。

↑

o友
離

↑

od誠九
中
日
間

↑
0
作
字
欲
好

↑
0
考
業
用
心
粗

↑

o議
事
一
悶
離
山
水
橋
亡

↑
0
詑
離
仙
俳
壌
心
街

↑
0
作
文
欲
勝
人

↑

o
縦
家

↑
0
小
人

し
た
た
め
で

を
配
列
し

い
た
の
で

四

J

の
る
。
こ
の

い

た

の

が

、

で

あ

る

り

は
、
六
十
一
か
僚
か
ら
成
っ
て
い
る
G

し
か

後
の
篠
は
、
者
に
関
す
る
取
次
ガ
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
正
確
に
は
六
十
か
僚
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
六
十
か
僚

は
、
十
干
十
二
支
の
一
回
り
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
は
こ
れ
を
形
取

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
大
科
書
院
刑
判
」
と
し
な
い
で
、
「
大
科
書
堂

訓
」
と
し
た
の
は
、
惨
事
の
心
得
を
中
心
に
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

衣
に
各
僚
を
概
説
す
る
。

第
一
様
、
修
撃
の
根
本
。
修
学
は
志
を
立
て
る
こ
と
が
、
何
よ
り

先
で
あ
る
。
こ
れ
は
窓
を
作
る
も
の
が
、
ま
ず
そ
の
土
豪
を
い
う
の

と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
志
は
人
間
の
踏
む
べ
き
正
し
い
道
に
志
す
の

で
あ
る
。
志
を
立
て
る
の
は
敬
で
あ
る
c

匹
夫
も
士
山
を
奪
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
奪
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
の
は
、
志
と
は
い
え
な

い
。
徹
頭
徹
尾
、
だ
れ
も
こ
の
一
字
で
あ
る
。

諸
生
潟
壊
、
必
先
立
志
。
如
作
室
者
、
先
日
其
基
壮
一
。
乃
可
志
者

志
於
道
也
。
立
之
是
敬
。
匹
夫
不
可
奪
志
。
若
其
可
奪
、
査
謂
之

志
。
自
始
一
金
彩
、
皆
是
此
一
字
。

第
二
僚
、
修
業
の
目
標
。
そ
れ
は
つ
随
底
鰭
認
天
理
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
湛
甘
泉
の
壊
説
で
、
す
な
わ
ち
大
事
の
「
格
物
」
、
程
明
道
の

解
縛
す
る
つ
至
理
レ
で
あ
る
。
一
治
心
身
家
関
天
下
を
、
通
し
て
一
段

の
修
行
と
し
、
遠
近
彼
此
の
な
い
よ
う
に
す
る
。
終
司
終
身
、
た
だ

こ
と
で
あ
る
。

郎
大
事
所
謂
格
物
、
穏
子
所
語

通
作
一
段
工
夫
、
無
有
遠
近
彼

一字。
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こ
の此

、
終
日
終
身
、



こ
れ
に
よ
る
と
、
毎
日
、
鶏
鳴
と
共
に
起

き
、
一
一
一
時
か
ら
九
時
ま
で
前
察
、
九
時
か
ら
一
時
ま
で
若
書
、
午
後

一
時
か
ら
一
一
一
時
ま
で
作
文
、
一
一
一
時
か
ら
七
時
ま
で
歎
坐
思
索
、
七
時

か
ら
十
一
時
ま
で
損
害
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
阪
眠

時
間
は
臨
時
間
足
ら
ず
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
巌
し
い
日

課
で
あ
る
の
に
驚
く
。
し
か
し
、
こ
の
中
に
は
、
幅
と
休
憩
時
間
が

含
ま
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
も
本
領
を
失
う
よ
う
で

は
い
け
な
い
。
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
一
一
一
時
か

ら
九
時
ま
で
、
常
一
間
を
朗
議
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
朗
讃
は
一
部

に
は
眠
気
強
ま
し
に
、
他
閣
で
は
内
容
を
味
わ
う
う
え
に
数
果
が
あ

る
。
終
わ
り
に
、
通
じ
て
瓶
養
鰻
認
の
一
意
で
、
こ
れ
を
繰
り
返
せ

ば
、
月
に
り
、
歳
に
進
む
と
い
っ
て
い
る
。

須
分
定
程
限
日
、
以
矯
常
。
毎
日
、
鶏
鳴
布
起
、

議
、
以
己
午
時
点
相
官
一
問
、
以
来
時
作
文
、
中
間
二

戊
亥
二
時
協
議
。
然
此
等
大
抵
、
皆
不
可
失
了
本

鎖
。
憾
認
之
意
、
如
此
持
領
、
滋
月
呉
市
蔵
不
ν
同
会
。

第
四
様
、
煎
鈎
習
心
。
す
な
わ
ち
「
鰐
認
天
理
」
す
る
方
法
を
い

っ
た
も
の
で
あ
る
。
習
心
は
既
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
人
心
を
い

う
。
人
心
は
欲
心
で
あ
る
。
こ
の
心
を
煮
て
と
か
す
こ
と
を
、
そ
れ

は
金
銀
を
煎
鈎
す
る
よ
う
に
、
何
度
も
何
度
一
も
繰
り
返
し
、
す
っ
か

り
な
く
な
る
と
、
大
賢
の
心
に
な
る
。
す
る
と
天
理
を
鰐
認
で
き
る
。

口
ハ
是
煎
鈎
習
心
、
一
一
如
煎
鈴

金
銀
一
航
鈎
愈
見
一
番
精
明
。
煎
鈎
査
場
矯
大
賢
之
心
。

習
心
削
人
心
。
心
只
是
元
一
倒
好
心
。
其
不
好
者
留
耳
。
葱
悲
則

元
来
本
陣
践
大
高
明
、
何
嘗
有
紙
。
何
所
治
惹
内
外
合
一
。

第
五
僚
、
寅
柴
と
起
居
間
答
の
際
の
心
得
。
寅
梁
は
、
機
漢
が
孔

・
顔
予
の
柴
む
滋
合
一
一
一
一
神
ね
さ
せ
た
の
は
そ
れ
は
自
分
の
疑
う
と
こ

ろ
得
る
と
こ
ろ
を
質
し
た
こ
と
で
あ
る
。
曾
黙
の
柴
み
は
よ
い
が
、

切
寅
を
鰹
認
し
て
い
な
い
。
起
蹄
問
答
の
際
は
、
誠
が
中
よ
り
出
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
人
を
疑
つ
て
は
い
け
な
い
。
巧
言
令
色
は
、

偶
心
を
滋
く
す
る
。

事
者
雌
去
捜
一
賢
甚
速
、
然
大
意
亦
理
曾
。
如
曾
貼
的
柴
可
、
不
際

認
切
賞
。
糠
襟
所
以
毎
令
一
一
部
仲
足
・
顔
子
慮
楽
、
其
質
所
疑
所
得
。

其
起
居
櫛
仰
之
閥
、
及
問
答
之
際
、
須
要
誠
白
中
出
。
不
可
疑
。

矯
巧
言
令
色
、
以
滋
偽
心
。

第
六
焼
、
初
撃
の
修
業
。
初
壌
の
勉
強
は
、
恋
然
と
し
て
ど
こ
へ

力
を
入
れ
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
た
だ
一
一
活
動
の
間
に
、
修

業
を
置
く
べ
き
で
あ
る
。
歩
趨
は
従
容
で
あ
る
こ
と
、
一
一
一
一
口
話
は
和
緩

で
あ
る
こ
と
。
一
歩
々
々
二
一
日
々
々
、
心
と
ね
踏
じ
、
一
々
中
よ
り

出
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
れ
を
存
習
す
る
こ
と
が

久
く
な
る
と
、
自
然
に
一
部
の
進
歩
を
す
る
。

只
立
於
一
一
一
一
口
動
開
存
習
。
歩
趨
要
従
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要
興
心
相
盤
、

一
々
使
由
中

容
、
一
一
一
一
同
諮
要
和
緩
、
歩
々
一
一
一
回
々
、

出
。
存
習
之
久
、
自
然
成
片
段
。

第
七
僚
諸
生
相
廃
す
る
心
得
。
一
一
動
、
皆
に
本
づ

き
、
時
に
俗
態
を
い
っ
て
も
、
少
し
も
利
口
、
ぷ
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
気
持
ち
を
心
に
持
っ
て
い
る
と
、
自
然
に
長
選
す
る
。
こ
の
戒

め
を
犯
す
も
の
は
、
皆
で
共
々
正
す
こ
と
で
あ
る
。

諸
生
相
慮
、
一
一
一
一
日
一
動
、
皆
本
綾
義
、
時
一
一
一
一
回
俗
態
、
一
毒
不
寵
於

聴
明
。
以
此
爽
持
、
自
然
長
選
。
其
有
犯
此
戒
者
、
諸
生
相
輿
正

之。第
八
燦
小
斯
を
随
帯
し
て
山
へ
来
た
と
き
の
桂
一
意
。
薪
水
の
仕

事
を
し
た
後
は
、
日
を
か
け
可
愛
い
が
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
飲

食
鐙
臥
衣
服
も
、
ま
た
照
し
し
ら
べ
る
の
が
よ
い
c

切
に
暴
怒
を
戒

め
、
こ
れ
を
修
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
程
明
道
先
生
は
、
怒
る
時
に

は
、
悲
に
そ
の
怒
を
忘
れ
て
、
理
の
是
非
を
観
る
こ
と
で
あ
る
と
い

っ
て
い
る
が
、
す
な
わ
ち
こ
れ
が
事
問
で
あ
る
。
孔
子
は
、
天
を
怨

み
ず
、
人
を
尤
め
な
か
っ
た
し
、
顔
回
は
怒
を
濯
さ
ず
、
過
を
二
た

び
し
な
か
っ
た
。
嬰
賢
の
撃
は
、
全
く
性
情
の
理
禽
に
あ
る
。

諸
生
髄
槽
小
照
来
山
、
執
薪
水
之
後
、
須
要
岡
山
願
。
飲
食
寝
臥
衣

服
、
亦
須
照
黙
。
切
戒
暴
怒
、
郎
以
此
倣
工
夫
。
明
道
先
生
去
、

首
其
怒
時
、
遜
忠
其
悠
、
而
概
例
理
之
是
持
。
部
此
是
襲
。
孔
子
不

怨
天
。
不
本
人
。
顔
子
不
濯
怒
。
不
州
一
臥
過
。
翠
賢
之
阜
、
全
在
性

情
之
理
舎
。

第
九
燥
野
省
し
て
孝
養
む
誠
を
す
る
こ
と
。
山
に
居
る
こ
と
が

長
く
な
っ
た
ら
、
蹄
省
し
て
、
孝
養
の
誠
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
が
串
間
で
あ
る
。
父
母
兄
長
に
仕
え
る
際
は
、

ま
た
自
分
か
ら
誠
切
と
卒
常
進
退
が
ど
う
で
あ
る
か
を
試
し
、
も
し

父
兄
が
喜
ん
で
い
る
の
を
見
た
ら
、
こ
れ
は
自
分
の
翠
間
が
遊
ん
だ

読
援
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
い
と
、
ま
だ
事
ん
だ
寅
力
が
わ
か
ら
な

、。諸
生
田
加
山
日
久
、
須
要
蹄
省
、
以
致
孝
養
之
誠
。
邸
此
是
議
場
。
事

父
母
兄
長
之
際
、
亦
自
験
其
誠
切
、
興
卒
時
選
退
何
如
、
若
見
父

兄
倫
慌
、
使
是
己
啓
進
慮
。
不
然
、
未
見
質
力
。

第
十
傑
蹄
省
し
て
、
宗
族
郷
議
に
遇
っ
た
と
き
の
心
得
。
こ
の

場
合
は
識
を
も
っ
て
し
、
必
ず
敬
老
慈
幼
の
誠
を
す
る
こ
と
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
一
家
一
郷
が
、
和
策
決
治
す
れ
ば
、
そ
こ
で
串
間
を

し
た
償
値
が
わ
か
る
。

諸
生
以
持
蹄
省
、
宗
族
郷
蕪
相
遇
以
護
、
必
致
其
敬
老
怒
幼
之
誠
。

便
一
家
一
郷
、
和
ん
一
知
決
治
、
乃
見
農
場
開
。

第
十
一
一
傑
自
ら
部
を
求
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
。
人
間

は
、
命
を
求
め
る
病
気
に
は
、
必
ず
欝
'
婦
を
求
め
る
。
λ

怖
が
惜
い
か

ら
で
あ
る
。
立
つ
、
今
の
百
工
技
惑
は
、
と
り
わ
け
務
め
て
師
に
教

句
議
の
師
、
の
師
に
至
っ
て
も
、
ま
た
そ
う
で
あ

く8) 



る
ひ
と
こ
ろ
が
、
心
を
治
め
以
て
性
命
を
立
て
る
に
至
つ
て
は
、
す

な
わ
ち
あ
え
て
師
を
求
め
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
一
踊
に
敬
を
諦
う

こ
と
を
恥
じ
て
、
私
は
知
っ
て
い
る
。
私
は
知
っ
て
い
る
と
い
う
。

む
し
ろ
身
を
波
し
て
も
悟
ら
な
い
。
さ
て
京
し
い
こ
と
は
、
心
が
‘
死

ん
で
い
る
よ
り
大
き
い
も
の
は
な
い
。
そ
し
て
身
、
が
死
ぬ
の
が
そ
の

次
で
あ
る
。
病
気
で
は
磐
師
に
躍
る
の
を
恥
じ
な
い
。
心
病
に
は
自

ら
あ
え
て
師
を
求
め
て
殺
を
訪
う
こ
と
を
し
な
い
。
ど
う
し
て
心
を

愛
す
る
こ
と
、
わ
が
身
を
愛
す
る
の
に
及
ば
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

全
く
思
わ
な
い
の
も
甚
し
い
。
本
蛍
に
思
う
な
ら
ば
、
孔
子
の
い
う
、

民
の
仁
に
お
け
る
や
、
水
火
よ
り
も
姦
し
の
の
、
通
り
で
、
何
も
い

う
こ
と
が
な
い
。

有
如
求
命
人
之
ん
胸
痛
、
必
求
働
問
的
。
所
以

求

命

也

。

技

謀

、

尤

務

持

部

。

至

於

句

議

之

師

、

接

業
之
部
、
亦
然
。
及
至
治
心
以
立
性
命
、
乃
不
背
求
師
。
殴
奔
其

師
、
乃
日
我
知
之
失
、
我
知
之
失
。
寧
波
身
不
悟
。
夫
京
貰
〈
大
於

心
死
。
前
身
死
次
之
。
在
彼
期
不
耽
奔
師
。
在
此
則
自
是
不
背
求

師
奔
師
。
最
愛
心
不
若
愛
身
哉
。
弗
思
甚
突
。
誠
忠
、
孔
子
氏
之
於

仁
也
、
装
於
水
火
之
一
一
一
回
、
何
謂
。

第
十
二
篠
来
山
従
事
の
心
構
え
。
諸
生
は
父
母
兄
弟
妻
子
を
離

れ
て
、
来
山
従
事
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
寅
際
に
十
分
な
修
行

を
行
い
、
離
遣
の
罪
を
嫡
う
の
が
大
切
で
あ
る
。
悠
々
と
日
を
過
ご

す
よ
う
な
も
の
は
、
こ
れ
ま
た
罪
の
甚
し
い
も
の
で
あ
る
。

諸
生
離
父
母
兄
弟
妻
子
、
来
山
従
同
学
、
須
実
用
十
分
工
夫
、
乃
能

賊
其
離
達
之
罪
。
若
叉
悠
々
一
過
日
、
是
叉
罪
之
甚
者
也
。

第
十
一
一
一
線
諸
生
の
紙
黙
。
侍
え
て
習
わ
な
い
も
の
、
惣
を
額
す

も
の
、
師
に
仕
え
、
教
を
受
け
、
野
っ
て
諸
生
の
臨
ま
し
と
す
る
こ

と
を
恥
じ
と
す
る
も
の
が
あ
る
。

諸
生
中
、
有
俸
市
不
習
者
。
有
額
悠
者
。
有
耽
事
其
一
部
、
臨
其

齢
、
蹄
以
鰐
諸
生
之
助
。

第
十
四
僚
常
師
な
し
。
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
、
徳
行
道
路
間
で
先
魔

の
人
に
、
師
法
と
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
、
必
ず
恭
し
く

践
に
升
り
蓄
を
講
じ
る
こ
と
を
お
願
い
し
、
準
設
を
求
め
、
ま
だ
間

か
な
い
こ
と
を
開
く
こ
と
で
あ
る
。
翠
人
孔
子
も
常
師
が
な
か
っ
た
。

人
、
可
免
師
法
者
、
必
恭
請

。
孔
子
之
翠
、
亦
何
常
師
。

な
い
こ
と
。
同
輩
も
恭
敬
の
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第
十
五
僚

心
を
養
う
こ
と
。

諾
生
毎
遊
興
先
生
向
持
之
人
、
必
推
先
生
之
一
意
、
以
前
輩
事
之
、

不
可
偲
然
抗
撞
。
或
其
人
胆
(
之
、
不
自
分
定
、
或
年
相
若
、
亦
必

…
一
一
一
一
議
之
盤
。
若
不
得
己
、
別
側
行
遷
坐
、
以
致
退
部
不
賠
之

…
。
此
乃
自
養
恭
敬
之
心
、
亦
非
開
彼
事
耳
。

以
下
略
。
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0
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時
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離

↑

o讃
帝
国
主
敬
南
途

↑
0
作
字
欲
好

い

0
考
業
用
心
和

↑
0
議
選
観
山
水
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亡

↑
0
認
酷
仙
俳
壊
心
術

↑
0
作
文
欲
勝
人
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↑
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↑
0
小
人

詑

O
で
数
字
を
悶
ん
で
あ
る
の
は
、
内
容
は
反
封
で
も
、
言
葉
と
し
て

表
現
し
て
い
な
い
も
の
。

こ
れ
に
依
る
と
二
一
つ
の
疑
問
黙
が
出
る
。
一
つ
は
、
「
訓
規
闘
」

に
該
瞥
す
る
篠
文
が
、
「
大
科
書
世
一
訓
い
に
な
い
こ
と
、
他
は
、
「
訓

規
間
」
に
重
要
な
徳
ほ
と
忠
わ
れ
る
も
の
が
、
「
大
科
書
堂
訓
し
に
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

前
者
は
、
ぺ
心
幾
敬
義
志
道
い
に
あ
っ
て
は
、
「
篤
買
い
「
作
字
敬
い

「
君
子
」
、
「
臨
時
利
不
志
遭
い
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
反
射
の
寸
先
文
諮
!
一

つ
作
字
欲
好
」
「
小
人
い
な
ど
で
あ
る
。
思
う
に
、
こ
れ
ら
の
項
目

は
、
説
明
を
侠
つ
ま
で
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
後
者
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
一
僚
「
日
課
表
L

、
第

七
篠
「
藤
義
い
、
第
十
一
一
一
本
「
来
山
従
事
の
心
構
え
」
、
第
十
八
候
・

一
一
一
十
一
校
「
輸
議
L

、
第
二
十
八
燦
「
議
官
商
法
一
、
第
一
一
一
十
傑
「
聴
講

の
心
構
え
」
、
第
三
十
九
・
四
十
候
「
努
字
の
心
構
え
」
、
第
四
十
二

候
「
僻
業
の
仕
方
い
、
及
び
第
四
十
七
族
以
下
第
六
十
一
一
傑
ま
で
、

九
て
二
十
五
棟
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
ど
う
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
「
訓
規
開
L

を
先

き
に
作
り
、
そ
の
後
に
「
大
科
書
堂
訓
」
が
で
き
た
と
す
る
の
が
安

蛍
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
大
科
書
栄
一
訓
」
に
は
、
「
訓
規
闘
L

に

紙
け
て
い
る
も
の
を
補
っ
た
、
い
わ
ば
細
目
的
性
格
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

( 11 ) 

結

び

以
上
「
大
科
部
規
」
に
つ
い
て
、
そ
の
成
立
、
内
容
、
関
係
等
を

述
べ
た
。
概
括
す
る
に
、
今
日
の
候
文
作
成
か
ら
見
る
と
、
か
な
り

杜
撰
な
隔
も
窺
わ
れ
る
が
、
世
即
時
と
し
て
は
、
精
魂
を
額
け
た
貴
重

な
制
規
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
殊
に
「
訓
規
圏
」
を
作
っ
て
、
諸
生

の
修
壊
の
資
と
し
た
こ
と
は
、
卓
見
で
あ
る
。

な
お
「
訓
規
間
」
と
「
大
科
書
堂
判
例
」
を
見
る
と
、
「
訓
規
関
」
の

敬
義
志
道
」
を
「
大
科
書
堂
訓
」
の
第
一
燦
「
立
士
山
」
に
畳

間
認
天
理
」
を
第
二
僚
に
、
第
四
燥
で
は
、
第
二
燦
「
鰐
認

を
達
成
す
る
た
め
の
篠
件
を
翠
げ
た
こ
と
は
、
弱
者
の
関
係



を
明
瞭
に
す
る
と
と
も
に
、

る。

し
て
基
本
線
が
確
立
さ
れ
て
い

と

も

あ

れ

、

こ

の

が

、

門

下

生

に

大

き

な

教

訓

を

興
え
た
こ
と
は
、
一
台
め
な
い
。
王
陽
明
に
興
え
た
影
響
も
大
き
い

が
、
今
回
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
割
愛
す
る
。

( 12 ) 
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